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●
石
仏
論
考 印

西
の
十
九
夜
塔
と
子
安
像
塔
探
訪 

蕨 

由
美 

 
   

は
じ
め
に 

千
葉
県
北
西
部
に
位
置
す
る
印
西
市
は
、
平
成
二
二
年
に
印
旛

村
・
本
埜
村
と
合
併
し
、
現
在
は
、
利
根
川
や
印
旛
・
手
賀
沼
と
そ

の
支
流
に
面
し
た
低
地
に
豊
か
な
水
田
と
旧
村
落
が
、
そ
し
て
下
総

台
地
の
上
に
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
広
が
る
田
園
都
市
で
あ
る
。 

下
総
地
方
の
十
九
夜
塔
は
、茨
城
県
つ
く
ば
市
内
の
寛
永
九
年（
一

六
三
二
）
の
自
然
石
型
が
発
祥
で
、
千
葉
県
内
に
は
承
応
元
年
（
一

六
五
二
）
の
香
取
市
石
納
結
佐
大
明
神
の
宝
篋
印
塔
を
は
じ
め
、
明

暦
～
万
治
年
間
に
香
取
市
と
山
武
郡
で
の
初
期
の
造
立
事
例
が
あ
り
、

利
根
川
流
域
か
ら
速
や
か
に
県
内
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
、
本
誌
前
号

で
石
田
年
子
氏
が
報
告
（
註
１
）
さ
れ
て
い
る
。 

な
か
で
も
利
根
川
沿
い
で
水
運
が
盛
ん
だ
っ
た
印
西
市
域
は
い
ち

早
く
十
九
夜
塔
を
受
容
し
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
の
小
倉
青
年

館
の
十
九
夜
塔
（
写
真
①
）
を
は
じ
め
光
背
型
如
意
輪
観
音
像
の
十

九
夜
塔
が
数
多
く
造
立
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
前
期
、
典
型
的
な
十
九

夜
塔
が
下
総
全
体
へ
普
及
す
る
に
際
し
て
先
駆
的
で
あ
っ
た
印
西
市

域
の
十
九
夜
塔
造
立
は
、
下
総
地
方
と
同
様
に
江
戸
中
期
に
ピ
ー
ク

に
達
す
る
が
、
後
期
か
ら
陰
り
を
見
せ
、
以
後
、
近
代
に
か
け
て
は

子
安
像
塔
へ
と
変
っ
て
い
く
。 

本
稿
で
は
、下
総
地
方
を
代
表
す
る
女
人
講
造
立
の
石
塔
と
し
て
、

印
西
市
域
の
十
九
夜
塔
と
子
安
像
塔
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。 

 

一 

印
西
市
域
の
十
九
夜
塔
の
像
容
事
例 

印
西
市
域
で
は
寛
文
五
年
か
ら
寛
文
一
〇
年
ま
で
の
五
年
間
に
、

二
一
基
の
十
九
夜
塔
が
集
中
的
に
造
立
さ
れ
、
同
時
期
の
千
葉
県
内

の
光
背
型
如
意
輪
観
音
像
の
十
九
夜
塔
三
四
基
の
約
六
割
を
占
め
る
。 
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①小倉青年館・寛文5年 ②和泉青年館 ・寛文8年 

④ 中根 福聚院・寛文9年 

③小林 光明寺・寛文9年 

⑥吉田 万福寺・延宝6年 ⑤白井市 延命寺・寛文10年 
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寛
文
五
年
の
小
倉
青
年
館
の
二
臂
像
を
は
じ
め
、
寛
文
八
年
の
和

泉
青
年
館
の
六
臂
像
（
写
真
②
）
な
ど
は
厳
め
し
い
表
情
の
如
意
輪

像
で
あ
っ
た
が
、
寛
文
八
年
の
松
虫
寺
や
、
寛
文
九
年
の
小
林
光
明

寺
の
六
臂
如
意
輪
像
塔
（
写
真
③
）
と
同
年
の
中
根
の
福
聚
院
の
六

臂
如
意
輪
像
塔
（
写
真
④
）
な
ど
、
主
尊
の
顔
立
ち
も
女
性
的
で
美

し
く
、
一
部
透
か
し
彫
り
が
施
さ
れ
る
な
ど
、
優
れ
た
像
容
の
塔
が

多
く
造
ら
れ
る
。 

印
西
市
の
西
に
隣
接
す
る
白
井
市
平
塚
の
延
命
寺
の
寛
文
一
〇
年

の
六
臂
の
十
九
夜
塔
（
写
真
⑤
）
も
、
こ
れ
ら
の
流
れ
か
ら
周
辺
地

域
へ
広
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
傑
作
の
一
例
で
あ
る
。 

利
根
川
下
流
域
や
印
西
市
域
か
ら
周
辺
市
町
域
な
ど
に
広
が
っ
た

光
背
型
如
意
輪
観
音
像
の
十
九
夜
塔
は
、
延
宝
年
間
に
は
下
総
全
体

に
普
及
し
、
そ
の
数
約
二
三
〇
〇
基
に
達
す
る
女
人
講
の
代
表
的
な

石
塔
と
な
る
。（
註
１
） 

そ
の
像
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
儀
軌
ど
お
り
の
二
臂
如
意
輪
観
音
像

（
写
真
⑥
）
で
あ
る
が
、
安
食
卜
杭
子
安
観
音
堂
の
正
徳
二
年
（
一

七
一
二
）
銘
の
十
九
夜
塔
（
写
真
⑦
）
の
よ
う
に
天
衣
を
ま
と
う
像

や
、
印
西
市
に
隣
接
す
る
我
孫
子
市
江
蔵
地
の
享
保
三
年
（
一
七
一

八
）
銘
の
十
九
夜
塔
（
写
真
⑧
）、
岩
戸
伊
付
の
宝
暦
一
二
年
（
一
七

六
二
）
銘
の
十
九
夜
塔
（
写
真
⑨
）
の
よ
う
に
蓮
華
を
持
つ
像
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

 

 

 

 

 

⑧我孫子市江蔵地 

・享保3年 

⑦安食卜杭子安観音堂 

・正徳2年 

⑨ 岩戸伊付・宝暦12年 
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二 

下
総
で
の
子
安
像
塔
の
成
立
過
程 

 
江
戸
時
代
後
期
後
半
か
ら
下
総
地
方
で
は
、
如
意
輪
観
音
像
を
主

尊
と
し
た
十
九
夜
塔
に
替
わ
っ
て
、
子
安
像
を
刻
ん
だ
子
安
像
塔
が

女
人
講
の
石
塔
を
代
表
し
て
い
く
。
筆
者
が
調
査
（
註
２
）
し
た
現

在
ま
で
を
含
む
そ
の
数
は
、
約
一
〇
四
〇
基
で
特
に
、
印
西
市
域
と

そ
の
周
辺
で
は
、
数
的
に
も
群
を
抜
い
て
い
る
。 

子
授
け
と
安
産
を
祈
願
す
る
子
安
信
仰
は
、
石
祠
や
丸
石
な
ど
を

祀
る
原
初
的
な
基
層
信
仰
と
し
て
、
道
祖
神
祭
祀
な
ど
と
と
も
に
普

遍
的
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
、「
子
安
」
と
刻
ま
れ
た
石
造
物
が
下

総
地
方
に
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
八
千
代
市
上
高
野
の
子
安
神
社
の

石
祠
で
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）「
子
安
大
明
神
」
の
銘
が
あ
る
。 

文
字
銘
の
み
で
像
容
の
な
い
子
安
塔
と
し
て
は
、
印
西
市
域
で
は

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
浦
部
の
鳥
見
神
社
の
「
子
安
大
明
神
」
銘

の
石
祠
（
写
真
⑩
）、
松
崎
の
火
皇
子
神
社
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）

笠
付
角
柱
型
の
石

塔
な
ど
一
一
基
、

下
総
地
方
全
体
で

は
一
一
六
基
が
主

に
神
社
境
内
に
存

在
し
て
い
る
。 

 

下
総
で
の
最
初
の
子
安
像
塔
が
登
場
す
る
は
、
印
西
市
の
南
東
に

隣
接
す
る
酒
々
井
町
で
、
尾
上
住
吉
神
社
境
内
の
享
保
十
八
年
（
一

七
三
三
）「
子
安
大
明
神
」
銘
の
子
安
立
像
（
写
真
⑪
）
で
あ
る
。 

 

 

 

酒
々
井
町
で
は
さ
ら
に
、
柏
木
新
光
寺
墓
地
に
、
元
文
五
年
（
一

七
四
〇
）「
村
中
善
女
」
銘
の
石
祠
に
安
置
さ
れ
た
丸
彫
り
子
安
坐
像

が
現
れ
る
。（
図
1
上
段
） 

一
般
に
「
子
安
観
音
」
と
通
称
さ
れ
る
子
安
像
塔
は
、
十
九
夜
塔

な
ど
女
人
信
仰
の
月
待
塔
が
多
い
利
根
川
中
流
域
か
ら
派
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
た
が
、
調
査
し
て
み
る
と
、
下
総
で
子
安
像
塔
が
生
み

出
さ
れ
、
そ
の
普
及
の
源
と
な
る
地
は
、
む
し
ろ
十
九
夜
塔
が
少
な

い
酒
々
井
町
域
で
あ
り
、
主
尊
銘
も
「
子
安
大
明
神
」
で
あ
っ
た
。 

酒
々
井
町
の
元
文
五
年
の
小
さ
な
子
安
像
塔
は
、
肩
と
胸
元
に
二

⑩浦部 鳥見神社・元文3年 

⑪尾上住吉神社・享保18年 



5 

 

人
の
小
児
を
配
す
る
特
徴Ⅰ

（
二
児
型
）
と
、
石
祠
内
に
子
安
像
が

あ
る
特
徴Ⅱ

（
石
祠
型
）
を
兼
ね
備
え
、
こ
の
両
方
の
特
徴
を
持
つ

事
例
は
、
酒
々
井
町
伊
篠
白
幡
神
社
・
佐
倉
市
大
佐
倉
麻
賀
多
神
社
・

成
田
市
飯
仲
住
吉
神
社
に
あ
り
、
計
四
基
と
な
る
。 

特
徴Ⅰ
の
二
児
型
の
み
の
子
安
像
塔
は
一
六
基
あ
り
、
印
西
市
域

や
栄
町
に
多
く
、
中
で
も
滝
の
瀧
水
寺
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

「
子
安
観
世
音
」
銘
の
子
安
像
塔
（
写
真
⑫
）
は
、
今
も
美
し
い
姿

で
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

 

特
徴Ⅱ

の
子
安
像
を
石
祠
内
に
安
置
ま
た
は
浮
彫
り
し
た
石
祠
型

の
子
安
像
塔
は
、
印
西
市
浦
部
の
鳥
見
神
社
の
文
化
三
年
（
一
八
〇

六
）
銘
の
石
祠
（
写
真
⑬
）
な
ど
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
下
総

全
体
で
一
三
基
あ
る
。 

 

 

こ
のⅠ

二
児
型
とⅡ

石
祠
型
の
特
徴
の
ル
ー
ツ
は
、
上
総
地
方
の

袖
ケ
浦
市
百
目
木
子
安
神
社
の
子
安
像
塔
（
図
１
左
上
）
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
祠
の
中
に
、
肩
と
胸
元
の
二
児
と
共
に
主
尊
を
浮

き
彫
り
に
し
た
こ
の
「
子
安
大
明
神
」
銘
の
女
神
像
は
、
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
の
銘
を
も
つ
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
こ
の
子
安
像
塔

が
千
葉
県
内
最
古
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
成
立
萌
芽
期
の
二
児
型
と
石
祠
型
の
子
安
像
塔
は
、

仏
教
的
儀
軌
に
よ
る
如
意
輪
観
音
像
を
主
尊
と
す
る
十
九
夜
塔
と
は

異
な
り
、
原
初
的
な
神
道
祭
祀
の
主
尊
「
子
安
神
」
の
姿
を
造
像
す

る
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
特
異
な
石
造
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

⑫滝 瀧水寺・安永5年 

⑬浦部の鳥見神社・文化3年 
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図2 印西市域に特徴的な子安像塔 

図1  千葉県の出現成立期の子安像塔 
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一
方
、
利
根
川
中
下
流
域
で
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）「
子
安

観
音
」
銘
の
光
背
型
子
安
像
塔
が
栄
町
西
に
、
元
文
六
年
「
八
日
講
」

（
出
羽
三
山
信
仰
の
講
）
銘
の
子
安
像
塔
が
香
取
市
虫
幡
に
造
ら
れ

る
（
図
１
）。
半
跏
坐
で
懐
に
子
を
抱
い
た
そ
れ
ら
の
像
容
は
、
真
正

面
を
向
い
た
大
日
如
来
像
を
彷
彿
と
さ
せ
る
姿
で
、
湯
殿
山
な
ど
の

山
岳
密
教
と
子
安
信
仰
が
不
可
分
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
せ
る
。 

ま
た
十
九
夜
塔
の
主
尊
の
如
意
輪
観
音
像
に
子
を
抱
か
せ
た
子
安

像
塔
も
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
酒
々
井
町
尾
上
住
吉
神
社
に
登

場
す
る
。
右
手
を
頬
に
当
て
左
手
に
子
を
抱
か
せ
た
姿
で
、「
子
安
大

明
神
」
と
「
女
人
講
中
」
の
銘
が
あ
る
。（
図
１
下
段
） 

そ
の
後
、
こ
の
思
惟
相
の
子
安
像
塔
は
、
宝
暦
五
年
に
印
西
市
行

徳
の
稲
荷
神
社
に
「
十
九
夜
念
仏
講
中
」
の
銘
で
建
て
ら
れ
る
（
写

真
⑭
）。
続
い
て
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
平
賀
の
不
動
堂
に

「
念
仏
講
中
善
女
」
銘
（
写
真
⑮
）
で
、
さ
ら
に
近
く
の
観
音
堂
に

も
同
年
に
全
く
同
じ
姿
で
造
塔
さ
れ
る
な
ど
、
富
里
市
・
船
橋
市
な

ど
の
例
を
含
め
、下
総
全
体
で
は
江
戸
中
期
で
計
一
四
基
を
数
え
る
。 

こ
れ
ら
の
大
日
如
来
像
や
思
惟
相
の
如
意
輪
観
音
像
に
子
を
抱
か

せ
た
子
安
像
塔
は
、
従
来
の
十
九
夜
な
ど
月
待
塔
や
念
仏
講
の
主
尊

の
「
子
安
観
音
」
像
と
し
て
造
像
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。 

こ
の
ほ
か
、
岩
戸
の
西
福
寺
で
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に

両
手
で
子
を
抱
き
、
体
を
傾
け
て
子
を
見
つ
め
る
姿
の
子
安
像
塔
が

図3 印西市とその周辺の地図 （□は本文中の地名） 
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造
ら
れ
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
松
崎
の
火

皇
子
神
社
を
は
じ
め
、
岩
戸
の
高
岩
寺
や
広
済
寺
、
荒
野
の
安
楽
院

な
ど
印
西
市
域
に
七
基
あ
り
、
江
戸
中
期
の
こ
の
地
域
に
特
有
な
像

容
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
像
容
は
、
江
戸
時
代
中
期

末
に
佐
倉
市
や
千
葉
市
に
伝
播
し
、
後
期
前
半
の
代
表
的
な
像
容
と

し
て
下
総
各
地
に
広
が
っ
て
い
く
。（
図
２
） 

 

 

 

 

 

 

三 

江
戸
後
期
か
ら
の
子
安
像
塔
の
発
展
と
普
及 

 

江
戸
中
期
に
酒
々
井
町
や
栄
町
、
小
見
川
町
（
現
香
取
市
）、
印
旛

地
区
な
ど
で
創
造
さ
れ
た
子
安
像
塔
は
、
そ
の
慈
愛
に
満
ち
た
や
さ

し
い
姿
が
好
ま
れ
、
後
期
に
は
印
旛
沼
周
辺
や
利
根
川
下
流
域
か
ら

下
総
各
地
に
広
が
る
。
化
政
文
化
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
、
蓮
華
や
子

を
あ
や
す
玩
具
を
持
ち
、
天
衣
を
ま
と
う
華
麗
な
像
や
、
泉
会
館
の

白
衣
観
音
風
の
清
楚
な
像
（
写
真
⑯
）
な
ど
、
個
性
的
な
作
品
が
石

工
の
創
意
と
技
で
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

 

 

江
戸
後
期
の
子
安
像
塔
の
保
存
状
態
は
軟
質
石
材
の
た
め
良
好
と

は
い
え
な
い
が
、
祠
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
八
千
代
市
島
田
台
長
唱

寺
（
天
保
十
一
年
）・
鎌
ヶ
谷
市
鎌
ヶ
谷
八
幡
神
社
（
天
保
十
四
年
）・

白
井
市
中
薬
師
堂
（
弘
化
三
年
）・
印
西
市
戸
神
青
年
館
（
嘉
永
七
年 

写
真
⑰
）
な
ど
で
は
、
建
立
当
時
の
美
し
い
姿
の
子
安
像
塔
を
見
る

⑭行徳 稲荷神社・宝暦5年 ⑮平賀 不動堂・明和元年 

⑯泉会館・江戸後期 
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こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

 

ま
た
後
期
で
は
、
目
的
や
主
尊
の
格
を
あ
ら
わ
す
銘
も
、
台
石
な

ど
に
大
き
く
「
女
講
中
」
あ
る
い
は
「
女
人
講
中
」
と
記
す
よ
う
に

変
化
す
る
。
お
そ
ら
く
建
塔
す
る
講
の
性
格
も
、
女
人
救
済
の
念
仏

主
体
の
講
か
ら
、
安
産
と
子
育
て
を
祈
願
し
、
集
落
の
女
性
た
ち
共

同
体
の
親
睦
を
深
め
る
目
的
の
子
安
講
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う 

 

四 

近
代
か
ら
現
代
へ
と
続
く
子
安
像
塔 

幕
末
の
こ
ろ
、
下
総
地
方
で
は
、
子
安
像
塔
は
如
意
輪
観
音
像
の

十
九
夜
塔
を
凌
駕
す
る
数
が
造
塔
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
時
代

以
降
は
、
女
人
講
が
建
立
す
る
石
造
物
の
主
流
と
な
る
。
明
治
か
ら

大
正
期
の
終
わ
り
ま
で
の
造
塔
数
は
五
八
年
間
に
三
四
八
基
と
い
う

数
に
の
ぼ
る
が
、
一
方
、
そ
の
地
域
差
も
大
き
く
な
る
。 

明
治
維
新
時
廃
仏
毀
釈
が
激
し
か
っ
た
香
取
神
宮
の
信
仰
圏
の
利

根
川
下
流
域
と
東
総
地
域
で
は
、
維
新
後
、
十
九
夜
塔
の
造
立
も
無

く
な
り
、
子
安
像
塔
に
切
り
替
わ
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
は
な
い
。 

ま
た
、
江
戸
期
を
通
じ
て
十
九
夜
塔
の
数
も
低
調
だ
っ
た
市
川
市

な
ど
江
戸
川
下
流
域
で
は
、
子
安
像
塔
に
切
り
替
わ
る
こ
と
な
く
、

女
人
講
に
よ
る
造
塔
は
、
近
世
の
終
焉
と
と
も
に
幕
を
閉
じ
る
。 

一
方
、
印
西
市
と
印
旛
沼
周
辺
の
地
域
で
は
、
幕
末
に
子
安
像
塔

に
替
わ
る
が
、
講
の
名
称
と
し
て
「
十
九
夜
」
の
銘
を
残
す
子
安
像

塔
も
あ
る
。
何
年
か
お
き
に
造
塔
す
る
習
俗
も
、
印
西
市
印
旛
地
区
・

佐
倉
市
・
八
千
代
市
・
白
井
市
な
ど
に
多
く
、
印
西
市
域
で
は
、
造

谷
の
真
珠
院
・
角
田
の
薬
師
堂
・
師
戸
の
広
福
寺
・
鎌
苅
の
東
祥
寺

な
ど
の
寺
院
や
旧
仏
堂
の
境
内
に
、
数
基
以
上
の
子
安
像
塔
が
並
ぶ

光
景
も
珍
し
く
な
い
。 

近
代
の
子
安
像
の
像
容
は
、
未
敷
蓮
華
を
高
く
持
ち
、
天
衣
を
翻

す
像
が
多
く
、
ま
た
自
由
な
発
想
に
よ
る
ふ
く
よ
か
な
授
乳
姿
の
母

子
像
な
ど
変
化
に
富
む
が
、模
倣
に
よ
る
類
型
も
地
域
ご
と
に
多
い
。

授
乳
す
る
姿
の
母
子
と
も
に
豊
満
な
像
が
、
大
正
時
代
の
八
千
代
市

以
西
を
中
心
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
富
国
強
兵
を
背
景
に
『
産

め
よ
増
や
せ
よ
』
の
時
代
で
、
ま
た
宗
教
的
な
因
習
を
排
し
、
母
子

⑰ 戸神青年館（嘉永7年） 
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保
健
に
力
が
注
が
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。 

印
旛
沼
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
近
現
代
の
代
表
的
な
像
容
は
、
蓮

華
と
天
衣
が
特
徴
の
戸
神
青
年
館
の
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
の

子
安
像
塔（
写
真
⑱
）で
、細
部
ま
で
同
じ
意
匠
の
類
型
は
四
三
基
、

天
衣
は
な
い
が
同
じ
姿
の
類
型
は
一
六
基
を
数
え
る
。 

ま
た
小
林
光
明
寺
墓
地
の
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
子
安
像
塔

（
写
真
⑲
）
な
ど
、
高
く
角
張
っ
た
宝
髻
と
丸
顔
に
沿
っ
た
垂
髪
で

授
乳
す
る
姿
が
特
徴
的
な
子
安
像
塔
の
類
型
は
、
印
西
市
域
中
心
に

一
八
基
あ
る
。 

  
現
代
に
入
る
と
、
戦
後
の
一
時
期
は
造
塔
も
少
な
く
、
あ
っ
て
も

石
工
の
技
量
の
乏
し
い
像
が
多
い
。そ
の
後
の
都
市
化
や
少
子
化
で
、

子
安
講
も
解
散
し
た
地
域
も
み
ら
れ
る
が
、
師
戸
の
広
福
寺
（
写
真

⑳
）、鎌
苅
の
東
祥
寺
、松
崎
の
中
郷
多
聞
院
、前
戸
向
堂
な
ど
で
は
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
な
お
造
塔
が
続
い
て
お
り
、
ま
た
八
千
代
市

下
高
野
の
福
蔵
院
や
高
津
の
観
音
寺
、佐
倉
市
生
谷
の
専
栄
寺
で
は
、

平
成
二
十
年
以
降
の
新
し
い
子
安
像
塔
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

お
わ
り
に 

旧
印
西
町
（
現
在
の
印
西
市
印
西
地
区
）
と
北
総
の
女
人
信
仰
の

民
俗
と
石
造
物
に
関
し
て
は
、
榎
本
正
三
氏
の
丹
念
な
調
査
研
究
が

あ
り
、
筆
者
も
そ
の
著
書
（
註
３
）
に
触
発
さ
れ
て
、
千
葉
県
北
部

に
多
い
子
安
像
塔
の
調
査
と
そ
の
像
容
の
成
立
過
程
を
追
っ
て
き
た
。 

本
稿
の
印
西
地
区
の
十
九
夜
塔
と
子
安
像
塔
は
、
榎
本
氏
の
著
書

と
印
西
町
教
育
委
員
会
発
刊
の
『
印
西
町
石
造
物
第
一
～
八
集
』
を

⑲小林 光明寺墓地・大正7年 ⑱戸神青年館・明治19年

年 

⑳師戸 広福寺・平成6年 
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参
考
に
調
査
し
た
が
、
実
際
に
こ
の
地
域
の
石
造
物
探
訪
を
す
る
に

は
、
そ
の
総
集
編
の
『
石
と
の
語
ら
い
』（
一
九
九
二
年
）
が
、
概
略

地
図
入
り
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
お
勧
め
で
あ
る
。 

ま
た
、
合
併
で
印
西
市
域
と
な
っ
た
本
埜
地
区
と
印
旛
地
区
の
石

造
物
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
所
蔵
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
註
４
）
に
基
づ
き
調
査
を
行
っ
た
。。 

な
お
、
下
総
地
方
の
女
人
講
石
造
物
の
所
在
地
な
ど
の
デ
ー
タ
つ

い
て
は
、
石
田
氏
の
「
千
葉
県
・
十
九
夜
塔
造
立
年
順
一
覧
」
の
表

（
註
１
）
に
最
古
か
ら
１
０
０
基
の
十
九
夜
塔
の
デ
ー
タ
が
、
子
安

像
塔
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
拙
書
（
註
２
）
の
各
一
覧
表
に
掲
載
し
て

あ
る
。 

祈
り
の
表
象
で
あ
る
石
仏
、
そ
の
な
か
で
も
十
九
夜
塔
と
子
安
像

塔
に
は
、
子
授
け
・
安
産
・
子
育
て
と
い
う
女
性
た
ち
の
生
活
の
密

着
し
た
具
体
的
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
仏
像
の
儀
軌

に
と
ら
わ
れ
な
い
子
安
像
塔
は
、
女
性
た
ち
の
希
望
と
石
工
の
創
意

工
夫
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
他
の
石
仏
に
は
な
い
像
容
の
お
も
し

ろ
さ
が
あ
る
。 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
背
景
に
し
た
印
西
の
旧
村
の
た
た
ず
ま
い
、
そ

の
景
観
を
を
味
わ
い
な
が
ら
、
優
し
い
お
顔
の
石
仏
に
出
会
う
至
福

の
ひ
と
と
き
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
昨
今
で
あ
る
。 

 

【
註
と
参
考
文
献
】 

１ 

石
田
年
子 

二
〇
一
五
年
「
下
総
地
方
の
十
九
夜
塔
」『
日
本

の
石
仏
』
一
五
三
号 

日
本
石
仏
協
会 

２ 

蕨
由
美 

二
〇
一
〇
年
「
北
総
の
子
安
像
塔
の
系
譜
＝
江
戸

時
代
中
期
に
お
け
る
そ
の
出
現
と
成
立
に
つ
い
て
」『
房
総
の

石
仏
』
第
二
〇
号 

房
総
石
造
文
化
財
研
究
会 

 
 

同 

二
〇
一
一
年「
北
総
の
子
安
像
塔
＝
江
戸
時
代
後
期（
文

化
～
天
保
期
）
の
展
開
に
つ
い
て
」
同 

第
二
一
号 

 
 

同 

二
〇
一
二
年
「
北
総
の
子
安
像
塔
＝
江
戸
時
代
末
期
か

ら
現
代
ま
で
の
様
相
に
つ
い
て
」 

同 

第
二
二
号 

 

３ 

榎
本
正
三 

一
九
九
二
年
『
女
人
哀
歓
－
利
根
川
べ
り
の
女

人
信
仰
』
崙
書
房 

同 

一
九
九
三
年
「
北
総
の
子
安
塔
と
そ
の
背
景
」『
日
本
の

石
仏
』 

六
六
号 

日
本
石
仏
協
会 

４ 

白
井
豊
・
吉
村
光
敏
・
吉
田
文
夫
・
西
岡
宣
夫
「
下
総
地
方

中
部
８
市
町
村
（
習
志
野
市
・
佐
倉
市
・
成
田
市
・
四
街
道

市
・
酒
々
井
町
・
八
街
町
・
印
旛
村
・
本
埜
村
）
石
造
文
化

財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
２
０
１
１
年
版
」。 

 
（
文
中
、
印
西
市
内
の
地
名
は
、
市
名
を
省
略
し
ま
し
た
。） 


